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本
職
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
（
朝
鮮
総
連
）
へ
の
破
産
申
立

て
、
金
正
恩
国
務
委
員
長
へ
の
経
済
制
裁
措
置
、
高
麗
航
空
へ
の
経
済
制
裁
措
置
、
朝
鮮
総
連
の
中
央
委
員
及
び
専
従
職
員
全

員
へ
の
再
入
国
禁
止
措
置
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
（
国
連
安
保
理
）
決
議
に
基
づ
く
在
日
北
朝
鮮
当
局
職
員
等
へ
の
退

去
強
制
手
続
、
北
朝
鮮
関
連
国
連
決
議
の
提
出
国
復
帰
、
国
連
安
保
理
に
お
け
る
北
朝
鮮
人
権
状
況
に
関
す
る
公
開
会
合
の
開

催
要
請
等
の
具
体
策
を
提
案
し
、
政
府
に
実
現
を
迫
っ
て
き
た
。
昨
年
八
月
、
我
が
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
要
請
で
、
国

連
安
保
理
に
お
け
る
北
朝
鮮
人
権
状
況
の
公
開
会
合
が
実
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
政
府
を
評
価
し
た
い
。 

 

一
方
、
本
職
は
、
拉
致
問
題
担
当
大
臣
兼
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
と
し
て
在
任
中
、
い
わ
ゆ
る
「
松
原
三
原
則
」
を
発
表

し
た
。
そ
の
主
旨
は
「
日
本
側
は
拉
致
問
題
の
一
定
の
解
決
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
共
有
認
識
を
持
ち
、
そ
の
解
決
に
つ
い
て

認
め
ら
れ
る
回
答
と
実
行
が
あ
っ
た
時
に
は
、
人
道
支
援
を
行
い
、
ま
た
建
設
的
な
議
論
を
始
め
る
」
と
す
る
、
北
朝
鮮
と
の

交
渉
に
あ
た
っ
て
日
本
が
と
る
べ
き
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
拉
致
被
害
者
が
解
放
さ
れ
、
我
が
国
に
帰

国
し
て
肉
親
と
再
会
で
き
た
な
ら
ば
、
対
北
朝
鮮
制
裁
の
解
除
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
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対
北
朝
鮮
制
裁
に
は
、
国
連
安
保
理
決
議
に
基
づ
い
て
い
て
我
が
国
独
自
の
判
断
で
解
除
で
き
な
い
も
の
と
、
我
が
国
独
自

の
制
裁
で
あ
り
政
府
の
判
断
に
お
い
て
解
除
で
き
る
も
の
が
あ
る
。 

一 

特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
い
て
入
港
禁
止
と
な
っ

て
い
る
北
朝
鮮
船
籍
の
万
景
峰
九
十
二
号
を
、
人
道
支
援
物
資
輸
送
に
目
的
を
限
定
し
て
実
施
す
る
前
提
で
、
政
府
の
独
自

の
判
断
で
、
入
港
を
許
可
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。 

二 

北
朝
鮮
政
府
が
拉
致
被
害
者
を
帰
国
さ
せ
た
場
合
、
制
裁
の
緩
和
を
行
う
た
め
に
は
、
人
道
支
援
目
的
に
限
定
す
る
た
め

の
具
体
的
な
方
法
や
範
囲
の
議
論
、
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


